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総がかり行動実行委員会「１９日行動」に900人  

大軍拡・大増税反対署名21人万8661人、憲法改悪反対署名19万２８８５人提出  

市民と野党の共闘を確信に、９条生かした平和な未来の実現を! 
 

総がかり行動実行委員会は２月 19日夜、「金権腐敗の自民党政治糾弾！軍拡増税反対！強制代執

行による大浦湾埋め立て着工糾弾！改憲発議反対！国会議員会館前行動」を行い、900 人が参加。

社民党の新垣邦男衆議院議員、立憲民主党の屋良朝博衆議院議員、沖縄の風の高良鉄美参議院議員、

日本共産党の井上哲士参議院議員があいさつしました。大軍拡・大増税反対署名 21万 8661人、憲

法改悪反対署名 19万 2885人分を国会に提出、各団体の代表が国会議員に手交しました。 

総がかり行動実行委員会の菱山南帆子

共同代表が主催者あいさつ。「能登半島地

震では水道が復旧しないなど大変な状況

だ。復興の遅れは、いのちを後回しにす

る自民党政治だからではないか。内閣不

支持率が 14%との調査もあるが、それだ

からと言って野党が選挙で勝てるという

ことではない。市民と野党の共闘に確信

を持って、平和の実現のために力をあわ

せよう」と呼びかけました。 

日本山妙法寺の武田隆雄さんは、陸自幹部の靖国・宮古神社への集団参拝に抗議する宗教者・市

民が共同声明を出したことなどについて報告。「賛同は 60 団体、243 人となっている。武力で平和

はつくれない。共同声明への賛同をお願いしたい」と呼びかけました。 

ふぇみん婦人民主クラブの片岡栄子さんは、「ガザへの攻撃はジェノサイドであり３万人近くの

人々が殺されている。許されない。ウクライナのザポリージャ原発では、冷却水が漏れているとい

う。２月 24日にウクライナに平和を!青山集会・デモが行われる。参加をお願いしたい」と呼びか

けました。 

フェミブリッジの松井奈穂さんは、「前橋市長選ではフェミブリッジの女性たちも奮闘し、女性

市長が誕生した。全国各地でフェミブリッジの宣伝が行われており、神奈川でも準備がすすんでい

る。東京では３月２日に３回目の宣伝を行う。みなさんの住んでいるところでフェミブリッジ宣伝

をやってほしい。一緒に声をあげよう」と訴えました。 

憲法共同センターの高橋信一憲法会議事務局長が行動提起を行いました。 

戦争する国づくりストップ！憲法を守り・いかす共同センター 
〒113-8462 文京区湯島 2-4-4 全労連会館 03-5842-5611 (FAX 5842-5620) 

http://www.kyodo-center.jp    mail: move@zenroren.gr.jp 
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